
米子市立啓成小学校（鳥取県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-１

【取組内容①】 個別別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を目指すために、ICT活用を明確に位置づけた授業づくりトを

本校では、研究主題をもとにした仮説の検証に向
けて、左記のようなワークシートをもとに授業づく
りを進めている。
その際授業づくりの視点の１つとして、「個別最
適な学び・協働的な学びの実現」をキーワードとし
て挙げている。下記は本校で共通理解している「個
別最適な学び・協働的な学び」のイメージである。
これらを両輪として、一体的に充実させていくこと
を目指している。

個別最適な学び・協働的な学びの一体的な充実イメージ

次ページは、授業事例

本校の校内研究について



米子市立啓成小学校（鳥取県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-２

６年生算数科の実践より

【取組内容①】 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を目指すために、ICT活用を明確に位置づけた授業づくりドレットを

実際に指導案を作成する際には、以下のように授業づくりの視点
に対する具体的な記述を行った。本時は共同編集可能な学習支援
ソフトを活用した。

課題解決に向けて、クラウド上に自分
の情報を発信する様子。

直接やりとりした方が良いことについ
ては自由に友達のところに行き一緒に
解決しようとする姿が見られた。

【現時点における成果】
クラウド環境上の学習支援ソ

フトを活用することで、全体で
解決の時間をとらなくても、必
要な時に必要な情報を共有する
ことができた。
また、解決に向けての必要な

情報（立式や大切な考え方等）
が記録として残るので、いつで
も紹介したり、参照したりする
ことができた。



【取組内容③】 端末の日常的な持ち帰り推進に向けての取組

米子市立啓成小学校（鳥取県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-３

本校では、校内研究を推進していくための組織
として、専門部会を設けている。その内の１つで
ある、ICT活用推進部が端末の日常的な持ち帰りに
ついて提案、推進していく立場を担うことになっ
た。充実させていくために、必要に応じて他の部
会と連携をとるようにした。

【実践】

２０２４年２月現在、全ての学年において持ち帰った端末で
家庭学習を実施している。

１～６年生共通の取組
・１～６年生において、宿題としてドリルソフトの課題を活用
している。（３学期以降は週に２回を基本に持ち帰るように
している。）６年生においては、Classroomのストリームを用
いて、リアルタイムで分からない問題についての情報交換や、
宿題完了報告を行うようにした。

その他の取組
・１、２年生では、生活科の学習で必要な写真を端末を活用し
て撮影してくるという課題を出した。
・３年生では指定されたサイトのタイピング練習を行った。
・６年生では、総合的な学習のまとめスライドづくりに取り組
んだ。



【取組内容③】 端末の日常的な持ち帰り推進に向けての取組

米子市立啓成小学校（鳥取県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-４

ICT活用推進部会では、左記のように定期的に部
会を設け、活用の進捗状況や、職員から出た意見
や、表出した課題を解決していくための取り組み
について話し合うようにした。

表出した主な課題とその解決策

・破損等、児童に自己管理させることに対する不
安がある。

→児童に、学校で使用している端末持ち運び用の
バッグに必ず入れて登下校させる。

・持ち帰らせる目的を明確にしたい。
（家で何をさせればよいのか。）
→ドリルソフトを基本として、それ以外にも柔軟
に発達段階に応じた課題を出す。授業に活用で
きそうな課題を考える。

・家でのルールを明確にする必要があるのではな
いか。（新たに家庭用のルールを作成するべき
ではないのか。）

→校内で既に使用しているルールを家庭でも適用
する。状況に応じて児童に判断させる力も必要
である。



【取組内容④】 Jamboardを活用した、授業研究会の実施

米子市立啓成小学校（鳥取県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-５

授業研究会の流れ（職員連絡用） 授業者は、夏季校内研修を経て
「３つの視点」を意識した授業づ
くりを、学年部会で協力しながら
行ってきた。
授業研究会では、協議は、実際
の授業の中でこの３つの視点が達
成されていたかどうかについて協
議を行った。

予め割り振られた協議グループの
Jamboardに入り、協議を行う。



【取組内容④】 Jamboardを活用した、授業研究会の実施

米子市立啓成小学校（鳥取県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-６

Jamboardによる協議は、今まで付箋を用
いて行っていたKJ法の代案として行った。
整理のしやすさ、他グループでの振り返り
の共有のしやすさ、保存のしやすさについ
て大きな利点があった。実際に協議しなが
ら気がついたことをすぐに書き込んだり、
付箋を動かしたりする職員の様子を見ると、
協議の円滑化に大きく役立ったと思われる。



【取組内容④】 Googleスライドを活用した指導案検討、作成

米子市立啓成小学校（鳥取県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-７

ICTを活用せずに指導案検
討や作成をしていた頃は、
全員集まって授業づくりの
流れを確認したり、作業を
行ったりしていた。
働き方改革の業務時間削
減の視点から、Googleスラ
イドの共同編集機能を用い
て、必要に応じてドライブ
内に保存してあるデータを
取り出したり、部員が集ま
らなくても個々が作成を行
うことができるようにした
りして、円滑な指導案検討、
作成を行うことができた。
指導案検討、作成に要す
る時間は以前の３分の２程
度になった。
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